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大人の意識を変えれば、子どもも変わります
かつて、主なコミュニケーションの方法は、「会うことにより話す」「電話で話す」「手紙を書く」という、人と

会ったり、文章に書いたりという方法でした。情報も新聞や本を読んで得ることが多かったです。そこでは上手な
話し方、書き方という言語活動を高めることに自然と力を入れていました。
しかし、急速なネットやSNSの普及により、相手の顔が見えないままのコミュニケーションが一般的になって

きているのが現状です。ネットやSNSでは、送り手の心が伝わりにくい問題があります。顔が見えていると、そ
の人と心を通わせることができます。相手が見えないと、悪口も書き放題です。相手と自分の心につながりがない
場合、いじめの方法にもなります。 ネットにあげた情報は、一瞬にして世界中に広がります。送ってしまった後
のことをしっかり考えずに不確かな情報をあげ、人を傷つけることもあるのです。
ネットは、大変便利なものであると同時に、使い方によっては大変怖いものであるということを大人（親）が意

識して行動で手本を示し、子どもに教えていく必要があると思います。
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